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◼ 【重要①】事前のウイルス検査の実施、体調管理の記録及び提出について 

ウイルス検査を実施し、陰性であることを確認してから移動及び来場をすることを推奨する（提出は求め

ない）。万が一「陽性」の判定が出た場合は絶対に会場へ移動せず、然るべき措置（保健所への連絡～対応）

を行い、大会事務局まで連絡をすること。 

以下の期間における体調管理をチェックし、各自において記録を付けることを推奨する（提出は求めない）。 

• 競技会前 14 日間 2022/11/6(日)〜11/19(土) 

• 競技会当日の朝 2022/11/20(日) 

※ 当日の問診等で体調不良であることが発覚した場合、競技会会場への入場をお断りし、ご帰宅いただく

場合があります。 

 

◼ 【重要②】競技会運営体制と感染対策について 

感染拡大防止のため、各チームは以下のことを遵守すること。 

• 「行動制限」を参加者全員が守ること（別紙参照）。 

• 体調が少しでも優れない者は、競技会場への来場を控えること。 

• 手指消毒の徹底をすること。 

• 競技に出場する時以外は原則としてマスクを着用すること（熱中症の回避や、互いに距離を保ててい

る、などの場合においてはマスクを外しても差し支えありません）。 

• 各チームの待機するテント等でも、密集・密接・密閉を避け、大きな声での会話は控えること。 

• 競技観戦中、音の出る鳴り物の使用やマスクを外しての大きな声での声援は禁止する。拍手にて応援

をすること。 

• 昼食時など食事をとる際には「黙食」を心掛け、密集や密接した状況での食事とならぬように配慮す

ること。 

• 来場後、体調が優れなくなった者はすぐに大会本部まで申し出ること。 

 

◼ 【重要③】会場利用について 

競技会会場となる須々木海岸を占有することを認識し、以下のことについて十分注意すること。 

• 須々木海岸における駐車場は、海岸道路沿いとなるため、譲り合って利用すること。各チーム上限 2

台までの駐車とする。 

• その他の車については、さがらサンビーチ駐車場を利用すること（なるべく駐車場の端に停めること）。 

• ゴミは必ず各自/各チームで持ち帰ること。 

• 違法駐車は絶対にしないこと。 

 

◼ 競技役員配置 

別紙「競技役員配置表」を確認すること。 

 

◼ 競技役員向け研修会 

参加する競技役員向けに、IRB 競技の運営ならびに判定のための研修会を実施する。可能な限り参加をする

こと。 

【日時】 2022 年 11 月 19 日(土) 13 時 00 分開始 

【場所】 JLA HPT-IRB 拠点倉庫前 

 

◼ 集合日時及び競技役員会議 

全ての競技役員（スタッフ含む）は、必ず出席をすること。但し、交通事情等によりやむを得ず集合時間に

間に合わない場合は、あらかじめ本協会事務局まで連絡を入れること。 

【日時】 2022 年 11 月 20 日(日)：AM8 時 30 分集合 

【場所】 須々木海岸（会場図参照） 

 



◼ タイムテーブル 

別紙「タイムテーブル」を参照すること。 

 

◼ 持ち物・ユニフォーム 

• テクニカルオフィシャル 

 マスク（予備含む）、認定審判員ユニフォーム【帽子、審判員ユニフォーム上衣（ポロシャツ：白）、

審判員ユニフォーム下衣（短パン）】、ライフセービング競技規則<2022 年版>、靴、靴下、笛、筆記

用具（ペン）、雨具・防寒着（所属団体／クラブの名前が入った防寒着等は不可）を各自で持参する

こと。 

 競技運営の都合で海へ入水する可能性があるため、上記準備物と併せて、水着、ウェットスーツ、

ラッシュガード等も各自で用意すること。 

 IRB ジャッジ担当の場合、動きやすい服装であれば服装の指定はない。水着、ウェットスーツ、ラ

ッシュガード、雨具・防寒着（いずれも所属団体／クラブの名前が入った物は不可）は各自で用意

すること。上記審判員ユニフォームも必ず持参すること。 

 競技会中の貴重品の管理は各自で行うこと。 

 競技会中は両手の空くウエストポーチ等を活用すること。 

※2019 年度より認定審判員ユニフォームの配布支給はしない。各自で購入手配するか、予め各団体／

クラブや知人からの借用をする等において、用意すること。 

• スタッフ 

 マスク（予備含む）、総務関係（接遇係、広報係、催事係）の担当者は特に指定はしないが、チノパ

ン、ポロシャツ（白色、紺色又は黒色）、靴、靴下、雨具・防寒着（所属団体／クラブの名前が入っ

た防寒着等は不可）、などを各自で持参すること。 

 テクニカルオフィシャルの補助業務に就く者は、白色のポロシャツ、紺又は黒色の短パン、靴、靴

下、笛、筆記用具（ペン）、雨具・防寒着（所属団体／クラブの名前が入った防寒着等は不可）を各

自で持参すること。 

 安全・器材担当の場合、動きやすい服装であれば服装の指定はない。水着、ウェットスーツ、ラッ

シュガード、雨具・防寒着は各自で用意すること。 

 

◼ 競技会に関する情報伝達について 

競技会専用の SNS を活用し、競技会関係各位へ 2 次的に情報提供をするため運用を行う。下記のタイミン

グで情報発信をする予定である。 

1. 2022/11/19(土) 13 時頃 

2. 2022/11/20(日) 安全対策会議終了後 朝 7 時頃 

JLA Lifesavingsport Facebook ページ https://www.facebook.com/jla.lifesavingsport/ 

 

◼ 式典／表彰式 

開会式ならびに表彰式を実施する（予定）。時刻等はタイムテーブルを参照のこと。 

※ 開会式の際に、全競技者向けに最終伝達事項があるため、全ての競技者は開会式に出席すること。 

 

◼ 競技会会場 

別紙「会場図」を参照すること。 

 

◼ 駐車場 

別紙「会場図」を参照すること。 

須々木海岸付近に駐車できる台数に限りがあるため、次の通りとする。 

• 原則として、さがらサンビーチ駐車場を利用すること（なるべく駐車場の端に停めること）。 

• 極力乗り合わせをして、須々木海岸付近の駐車場（海岸沿いの道路）に移動をすること。 

 

◼ 食事 

• 2022/11/20(日) 朝食（宿にて※）・昼食（会場）   ※朝食は前泊者のみ 

 

◼ 宿泊 

民宿 田沼 

〒421-0522 静岡県牧之原市相良 263-179 電話：0548-52-4040 

◇部屋割りはフロントにてご確認ください。 

https://www.facebook.com/jla.lifesavingsport/


◇宿泊をキャンセルされる際は必ず事務局までご連絡願います。宿泊前日または、当日に宿泊をキャンセ

ルされた場合は、キャンセル料をいただく場合もございますのでご了承ください。 

◇20 日（日）チェックアウト後のお荷物は各自ご持参ください。 

 

◼ 緊急時・災害時の対応 

救急搬送の要請など消防への通報や、警察への通報は原則として大会本部が行う。もし通報が必要な場合

は、必ず大会本部まで連絡をすること。 

また、競技会中の地震や火災等の発生により、必要に応じて競技会の即時終了指示や避難指示を、大会本部

から出す場合がある。その際は指示に従うこと。 

 

◼ 撮影規制 

競技会中、競技役員による競技エリアでの撮影は控えること。 

競技会場内にて盗撮等、不審人物を見かけた場合は、大会本部まで知らせること。盗撮等防止への協力をお

願いしたい。なお、競技会規程により、競技会中に主催者が撮影を制限したり、拒否したりすることがあり、

撮影した記録の提出を求める場合がある。 

 

◼ 貴重品の管理 

貴重品は各自で管理し、盗難には十分に注意すること。 

 

◼ 忘れ物・落とし物 

競技会当日の忘れ物・落とし物で大会本部に届け出のあった物は、大会本部で保管する。競技会終了後は本

協会事務局で 1 週間保管するが、その後は連絡なき場合は処分する。 

 

◼ その他 

• 各自が出したゴミは各自で持ち帰り処分すること（支給する昼食等を除く）。 

• ゴミ削減のため、「マイコップ」を持参すること。 

• 感染予防のため、食事以外は常にマスクを着用すること。 

 

 

◼ お問い合わせ 

公益財団法人日本ライフセービング協会事務局 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-1-18 トップスビル 1 階 

TEL：03-3459-1445（対応時刻：平日 12:00〜18:00） 

FAX：03-3459-1446 

E-Mail：compe@jla.gr.jp 

LIFESAVING SITE：https://ls.jla-lifesaving.or.jp/ 

mailto:compe@jla.gr.jp
https://ls.jla-lifesaving.or.jp/

